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その中で,広い中国大陸において古代の中国といえ
ども朱を産川する鉱山は険西省や貴州省だけとは考え

られず，もっと他にも朱を採取した鉱山があるのでは

ないか，ざらにその中にはマイナスの５値を呈する朱

もあってそこから古代日本にもたらされた可能性はな
いのか，また朝鮮半島には楽浪郡が存在して古代日本

と交易があったことから，中国東北部あるいは朝鮮半

島から朱がもたらされた可能性はないのか，という意
見が寄せられている。そこでこの疑問に答えるために

も，中国と朝鮮半島の朱に関する古記録より辰砂鉱山

産地を調べ，さらに発表されている鉱石の硫黄同位体

分析値の論文データに我々が測定したデータを加え，
古代日本の墳墓に用いられた朱がどこからもたらされ
たかについて考察した。

l . はじめに

鮮やかな赤色を呈する朱は，同じ赤色顔料のベンガ
ラに比べ洋の東西を問わず古代では貴重な存在として

取り扱われていた。特に弥生時代から古墳時代の日本
では埋葬儀式に朱が用いられており，その中でも多量

の朱が１つの墳墓に使用されていた例も観察されてい

る。埋葬儀式に朱を用いる意味として，遺体の防腐，

石棺や壁面・副葬品などの彩色，さらに埋葬に参列す

る者たちへの権力の誇示などが考えられる。中国では
人造朱も古に製造きれた記録があるが,天然の朱は朱

鉱石を粉砕して赤色部分を集め，それを微粉末化した

ものである。加熱処理や化学処理は施されておらず，

鉱山の情報が朱の中に含まれている。そこで,各地の

有力者の墳墓から出土する朱について，朱の産地が判

別できるなら当時の朱の流通がわかるのではないかと

考え，筆者らはいくつかの方法で朱の産地推定を行っ
てきた。その中で硫黄同位体分析を用いると古代中国

の主な辰砂（朱）鉱山産地である貴州省と険西省の鉱

石の硫黄同位体比がプラスのｊ値を示すのに対し，古

代日本の主な辰砂鉱山産地である三重県丹生鉱山,奈

良県大和水銀鉱山，および徳島県水井鉱山産鉱石はい
ずれもマイナスの６値を示すことを報告し，これをも
とにして現在も各地の考古学関係者の協力を得,墳墓

から採取きれる朱の硫黄同位体比を分析して朱の産地

推定を行っている（南ら:2004,Minamiera/.:2005,

2.硫黄同位体比分析

硫黄は,32S,33S,34S,36Sの４つの安定同位体を持ち，自

然界におけるそれらの存在割合はそれぞれ95.02％，川Ⅱmple
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られる辰砂産地'）表1．中国古記録にみ0.75%,4.21%,0.02%である。硫黄同位

体比分析はこの中の32Sと34Sの割合(6
34S%｡)を調べる。安定同位元素は，蒸

発や拡散,pHの変化，酸化還元作用，

生物への取り込みなどの因子が働くとご

くわずかな同位体変動（これを同位体分
別と呼ぶ）が生じることがわかってお

り，日本のように火山活動が活発である
と火山'|生ガスの中に質量数３２の硫黄が

含まれやすく，反対に中国貴州省のよう
に太古の昔は海の中だった箇所では海水

中とI司様に質量数３４の硫黄が多く存在
しているｃそこで，キャニオン・ディア

ブロ限石の硫化鉄を標準物質として，こ
の物質に含まれる32Sと34Sの割合と比

較することで硫黄|司位体比(j値）の算

出が試みられている。質量数３２の硫黄
が標準物質より多い時はマイナスのう値

を示し，質量数３４の硫黄が標準物質よ

り多い時はプラスのｊ値を示す。

3.中国古記録にみる辰砂を採取
した鉱山

考古学に疎く中国語を解読できない筆

者が中国の古記録から朱を採取した鉱山
を見つけるのは非常に困難であり，当初
は諦めていた。そんなとき，中国の鉱物

盗源に関する報告害を見つけ，その中に
中国の辰砂鉱山に関する古記録が記載き

れていた（岸本:1990a;岸本:1990b)。
これを参考にインターネットを操ると，

中国の維基文庫ウェブサイトにたどり着
いた（維基文庫:2018)。維基文庫ウエ

ブサイトには｢IIEI古記録がリストアップ

されており，しかもその多くで全文をダ

ウンロードすることが可能である◎そこ
で，中国古記録をダウンロードして，そ
の中から「丹」や「朱」の語がヒットす

る古記録を探した。また，太平御覧第
1）筆者が該当すると考えた現在の中国の省等を記載している
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古書名 記載年代 巻 場所（現在の省など）

尚書/禺貢 戦国時代前
BC403頃まで 荊及衡暘惟荊州（四川省・湖北省）

山海経
戦国時代か
ら秦代・漢

代

西山經、中山經
南山經、北山經

海内經

漢書 前漢時代 地理
荊州（四川省・湖北省）
荊及衡陽惟荊州（四川省・湖北省）

後漢書 後漢時代

群國志四

群國志五

侯國、安賦侯國、筑暘侯國、順陽侯國
漂陽（江蘇省）
浩陵（湖北省）
眸舸郡（貴州省・雲南省）
張被郡（甘粛省）

華陽國志 古代から晋
代

巴志

漢中志

蜀志

南中志

一一一

七

十四
十五
十一

一

十
１■■■■■

-

十

巴（四川省）
臨江、安漢（四川省）
浩陵郡，巴之南鄙（四川省）
丹興縣（四lll省）
梓潭郡（四川省）
蜀之為國（四川省・湖北省）
徒陽縣（四川省）
益州廉頭、姑繪,H羊桐（四川盆地と漢中盆地一帯）
南昌縣（江西省）

拾遺記 上古より東
晋代

昆命山（中国の西方、伝説）
昆吾山

新唐書 唐代

巻041

巻043下

巻043上

巻042
巻052

江南道

鶉摩州

嶺南道

f11南道
山南道

越州會稽郡（湘江省）
鶏州鰐中郡（貴州省）
辰州盧溪郡（湖南省）
龍門縣（山西省）
錦州盧陽郡（貴州省）
溪州霊溪郡（台湾）

湊州湊溪郡（河南省）
黛項
安西入西域道（西域）
宜州龍水郡（広西壮族自治区）

連州連山郡（四川省）

容州普寧郡（広西壮族自治区）
茂州通化郡（四川省）
興州順政郡（甘粛省）

本草綱目 明代 金石之三

陵山谷（重灰市）
宜州（広西壮族自治区）、階州（甘粛省）
融州（広西壮族自治区）、信州（四川省）
辰州（湖南省）
金州（峡西省)、商州（映西省）
沐東、沐西（河南省）
信州（四川省）
湖南省懐化市
五溪山（安徽省）

鶏州（貴州省）
波斯（ペルシャ）、西湖（甸奴）
(広西壮族自治区）

天工開物
/朱 明代末 (湖南省）
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I：揚子江上流鉱床区, I１:皇喬一秦嶺鉱床区,111 :三江鉱床区，Ⅳ：華南鉱床区

図1．中国全土の辰砂鉱山分布（岸本(1990b)を改編）
Fig.lDistributionofcinnabarminesinChina(madeafierthemapinKishimoto'sreportl990b)

朱の採取が進められていたことが伺え，それ以外の地
域から朱を中央に集めた可能性は低いと思われる。

九八五巻藥部二には「丹」に関する出典のまとめが記

載されており，これも参考とした（太平御覧第九八五

巻藥部二:2018)。以上より，朱の産地について記述
がある古記録を表ｌにリストアップする。古記録はお
よその年代別に筆者が並べたものであり，拾遺記まで

が４世紀以前の辰砂鉱山を記載していたと推測され

る。表ｌに示すように四川省や湖北省で古より朱の採

取が行われていたことがわかる。また，後漢書では江

蘇省，貴州省，雲南省で朱が採取され，華陽國志には
江西省と思われる地名が記載きれていた。新唐害にな
ると，湘江省，湖南省，山西省，台湾河南省，西域

広西壮族自治区も朱の産地として記載されていた。こ
のように，中国古記録からは当時の支配地域を中心に

4.中国における辰砂鉱山の分布

中国全土の辰砂鉱山分布図として岸本(1990b)が
地質ニュースに記載しているのを改編して図ｌに示

す。Liu(2005)は，中国の水銀鉱床の大部分は炭酸
塩岩石が主体となる低温の熱水層状鉱石であり，珪質

岩と火成岩からなる水銀鉱床は10%以下と述べてい
る。彼らは辰砂鉱山を図１に示す４つの地帯に分けて
いる。すなわち,第１地帯は揚子江上流鉱床区であり，

貴州省東北部，四川省東部，湖南省西部，貴州中部お
よび西部があてはまる。第Ⅱ地帯は罠喬一秦嶺鉱床区

４９



位置するが小さな鉱床で経済的価値はほとんどない。
もう１つは塩基性鉱脈を母岩とするもので，雲南省西

部の宝山市一施甸水銀帯に位置する。吉林省迎風洵水
銀鉱床や雲南省水銀廠背斜水銀鉱床が含まれる。

図１の中には吉林省の迎風洵鉱山が記載されてお
り，中国東北部にもわずかながら辰砂鉱山が存在して
いることが確認できる。しかし，図１には中国東北部

の沿海部分の旧三井財閥が満州で開発した周杖子水銀

鉱山（満州熱河省青龍県：現在の河北省秦皇島市胄竜

満族自治県と思われる）（三井財閥:2018)が記載さ
れていない。このことは周杖子水銀鉱山が小さな鉱山
であって古代において発見されていなかったか，ある

いは認知されていなかった可能性が考えられる。

であり，主に青海省南部，甘粛省，険西省に位置する。

第Ⅲ地帯は三江鉱床区であり，主に四川省西部と雲南

省西部に位置する。第Ⅳ地帯は華南鉱床区であり，広
西壮族自治区および広東と湖南省南部に位置する。図

，の，からⅣの地帯を見ると，表，に述べた中国古記

録に記載された辰砂鉱山がほぼ含まれると思われる。
HeandZeng(1992)は中国の水銀鉱床をその母岩

構成から次の５つに分けている。すなわち，（１）炭酸
塩岩水銀鉱床，（２）砕屑岩水銀鉱床，（３）珪質岩水銀

鉱床，（４）火山岩水銀鉱床，（５）火成岩水銀鉱床であ

り，それぞれに含まれる水銀鉱床について詳しく述べ
ているそこで，その内容を抜粋する。

(1)炭酸塩岩水銀鉱床

中国の水銀鉱床の９０％以上を占め，貴州省の万山，

銅仁の大胴陳1,および丹塞の水銀廠四川省酉陽の羊
石坑,ならびに険西省旬陽県公館の鉱床があげられる。

その特徴は，少数の鉱床（旬陽県公館と白馬胴）を除

き，大多数の鉱床において他の金属を含まない水銀の
みの鉱床を形成しており，炭酸塩化や珪化が母岩の主

な変質であり，石炭化や重晶石化が次に重要となって

くる｡四川省酉陽の羊石坑のような少数の鉱床を除き，

巨大な水銀鉱床の硫黄同位体は34Sに富んでおり，海

水硫酸塩に属しているかまたはそれに近い。鉱床はマ
グマ活動に依存しない。

(2)砕屑岩水銀鉱床

嶌需一泰嶺向斜摺曲帯の中心部と雲南一チベット向

斜摺曲帯の南部に位置する。青海省の穆黒水銀鉱床が
含まれる。

(3)珪質岩水銀鉱床

火山堆積物起源であり，この水銀鉱床は中国ではま
れである。広西壮族自治区玉藺水銀鉱床が含まれる。

(4)火山岩水銀鉱床
三江鉱石帯（金沙江，澗倉江，怒江）の北部に存在

する白玉一玉樹水銀多金属帯と雲南一チベット向斜摺
曲帯に主に分布する。少数の小さな鉱床は長江副地台

(例えば,1折江省臨安の命燕山）東縁に存在する。四
川省孔馬寺水銀鉱床が含まれる。

(5)火成岩水銀鉱床
１つは花崗岩を母岩とする鉱床で，中国北部地方に

5.朝鮮半島における辰砂鉱山の分布

朝鮮半島の辰砂鉱山に関して当初は文献が見つから
なかった。その後，朝鮮の水銀鉱床について平安南道
の孟山郡・徳川郡（徳上鉱山，南興鉱山，水里鉱床・

水砧洞鉱床・北倉里鉱床）と中和郡・黄海道遂安郡の
2地域と，黄海道金川郡（中和鉱山，龍泉洞鉱床，栗

界面鉱床）に存在しているという岸本（1970）の報告
を知った。岸本(1970)は，徳上鉱山と南興鉱山の鉱

床について石灰岩中に胚胎された辰砂・炭酸塩鉱物脈
と含辰砂褐鉄鉱脈，含辰砂粘土脈，および石灰岩空洞

８

2..1
ひ ～ 画

も 、 ｡

幾重 庁ｊ●

図２朝鮮半島の辰砂鉱山産地ａ）
Fig.２PossiblecinnabarminesintheKoreanPeninsula

２平安南道
４黄海道
６全羅北道
８威鏡北道

ｌ平安南道孟山郡，
３平安南道中和郡，
５ 黄 海 道 金 川 郡 ，
７ 江 原 道 平 康 郡 ，
ｕ｝「1本加除州版（編）

徳川群
遂安郡
沃溝郡
明川郡（阿間面）
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を充填した含辰砂粘土で構成されており，中和鉱山と

竜泉洞鉱床の地質は東部が雲母片岩，西部が石灰岩で

構成されて，石灰岩中に胚胎された辰砂・炭酸塩鉱物

細脈群および含辰砂褐鉄鉱網状脈群の鉱床であり，栗

界面の鉱床は雲母片岩と石灰岩中に胚胎した辰砂・石
英脈と辰砂・方解石脈で第四紀漂砂鉱床を伴い単成型

辰砂脈であると報告している。さらに朝鮮総督府地質

調査所がまとめた『朝鮮鉱物誌』(1923)では黄海道

遂安郡栗界面薪坪里，平安南道孟山郡封仁面徳上里，

平安南道孟山郡東面大興里，平安南道中和郡塔和面梧

梨里に辰砂が産すると述べている。また川崎（1935）

は古代朝鮮半島の文献調査から，全羅北道沃溝郡，江

原道平康郡，威鏡北道阿間面黄徳洞で辰砂が産出され

たことを報告している。朝鮮半島辰砂鉱山産地をまと
めたものを図２に示す。以上より，楽浪郡およびその

近隣地域に辰砂鉱山が古より存在したことが伺える。

6.中国，朝鮮半島および台湾辰砂鉱石の硫
黄同位体比

中国では様々な同位体分析が盛んに行われている。

辰砂鉱山鉱石の硫黄同位体分析も多数報告されてお
り，それを表２にまとめた。表２を図ｌに記載された

表2．中国辰砂鉱山鉱石の硫黄同位体比
１，１ｔ 〕ｌ(〕【〕ＣｒａｌＩ（】､（〕ｌＣｌＩ１Ｉｌａ【】ａＩ（】１ｔ

*)１.He,L.,Zeng,R:1９９２ ２００１.４.Xiaetal:１９８９2 . J i a e r a l : 2

５１

鉱山名または地名 所在地 硫黄同位体比（６ ３４S%0)
平均値 標準偏差 測定値

測定数 *）

保山水銀廠 Shuiyinchang 雲南省保山市 1４．５ １ ＋1４１～＋１５．１ ３ １
馬蟆害 Mahuanging 雲南省安111m 2０．１ 5.2 ＋１７．５～＋２２７ ２ １
茅草玻 Maocaopo 雲南省施旬 2.6 ４８７ +０．３１～＋５．１８ ６ １
温水河 Wenshuihe 雲南省鶴庚 6．８２ １ １
金家山 Jinjiashan 雲南省保山市 3.14 １ １
白馬胴 Baimadong 貴州省開陽県 -０．２ 9.8 -４．５～＋４．３ ８ １
紙房 Zhifang 貴州省黄平県 2５．４ 1.1 +２３．４～＋２８．１ ７ １
交梨 Jiaoli 貴州省三都県 1７．２ 2.3 ＋１１．４～＋２０．２ 1４ １
大胴疎|’ Dadongla 貴州省銅仁県 1９．９９ 1６．１ ＋９．４～＋２５．５ 1７ １
松桃水銀廠 Shuiyinchang 貴州省松桃県 1７．３ 3.5 ＋９．６～＋２２．１ 2４ １
万山 Wanshan 貴州省万山特区 1７．３ 2.4 ＋１１．９～＋２１．２ >３６ １
紅岩 Hongyan 貴州省修文 1７．４ ２１ ＋１６．０～＋１８．１ ３ １
丹塞水銀廠 Shuiyinchang 貴州省丹塞県 1７．３ 3.5 +９．６～＋２２．１ 2４ １
頂紅 Dinghong 貴州省望漠具 2．１５ ４７ -０．２～＋４．５ ２ １
木油廠 Muyouchang 貴州省務川県 1７．９ 1.5 ＋１５．４～＋２１．８ 2５ １
花江 Huajiang 貴州省美蛉 4.2 ６ +２．２～＋８．２ ４ １
濫木廠 Lanmuchang 貴州省央仁 5.4 2.3 +４．０～＋６．３ ４ １
Y根 Yagen 貴州省央又 1４ 2.2 ＋１３．０～＋１５．２ ３ １
董家畷 Dongiiaba 貴州省秀川 1８．４ 3.9 ＋１７．１～＋２１．０ ５ １
砂廠 Shachang 貴州省畠貝砂「村 -０．１６ 1.8 -０．７～＋１．１ ３ １
抑風溝 Yingfenggou 吉林省敦化県 -１２１ 0．９１ -１２．１０～-１１．４９ ４ １
益藺 Yilan 広西自治区南丹県 1０．１４ ４１２ +８．３～＋１２４ ７ １
馬鞍山 Maanshan 広西自治区宗竺 -８．６７ 2.9 -１０．１０～-７２４ ２ １
古理 Guli 広西自治区平果具 8.3 ７．５ +４．３～＋１１．８ ５ １
茶田 Chatian 湖南省 2４．７ 9.7 ＋１８．２～＋２７．９ 1６ １
石峡 Shixia 湖南省衡奈 -０．１ １ １
天柱山 Tianzhushan 湖北省辰1日 1４．３ 3.1 +1２．８～＋１５．９ ４ １
孔馬寺 Ｋｏｎｇｍａｓｌ 四川省白玉県 -１ - ４ ～ ＋ ３ １
桶癒嶺 Tongmaling 四川省秀山 1５．３ 1４．９ +６．５～＋２１．５ 2８ １
羊石坑水銀鉱廠 Yangshikeng 四川省秀山 1２．８７ 1１．６３ +８．２～＋１９．８３ 3５ ４
ｑ

■

４

。 星黒 Muhe |ｇｏｕ 青海省同徳県 -４．２ -６．２～-０．８ 2０ １
赫格榴 Hegeleng 青海省河南貝 1．０５ ０．３ +０．９～＋１．２ ２ １
沙爾諾 Shaernou 青海省同徳県 -７．５３ ２．３ -６．５～-８５ ４ １
玉岩山 Yuyanshan 湘江省||缶安 -８．７ １ １
公館 Gongguan 映西省旬陽県 6.5 9.9 ＋１．４～＋１１．３ 1８ １
公館 Gongguan 映西省旬陽県 7.8 +４．８８～＋８．６６ ２
青銅溝 Qingtonggou 映西省旬陽県 6.2 ３



朱を分析し，中国産および日本産との違いを明らかに
していきたい。

辰砂鉱山の分布図と重ねてみると，地帯や母岩組成で

硫黄同位体分布にはおおよその傾向が存在することが

わかる。しかしながら同じ貴州省においてプラスのｊ

値を示す鉱山が多数を占める中で，白馬胴鉱山，砂廠
鉱山のように平均値がマイナスのｊ値示す鉱山があ

り，加えて四川省の孔馬寺鉱山，青海省の穆黒鉱山と

沙爾諾鉱山，広西壮族自治区の馬鞍山鉱山，吉林省迎

風溝鉱山もマイナスのｊ値を示し，さらにi折江省の玉

岩山鉱山と湖南省の石峡鉱山は測定サンプル数がｌで
あるが，マイナスのｊ値を示している。このように，
近隣地域であっても硫黄同位体比に差がみられること

も事実である。加えて筆者たちが収集して硫黄同位体

比を測定した時，雲南省の鉱石（+4.54％｡)，貴州省万

山特区（+23.53±４.６９%｡,平均±標準偏差,n=１３)

および銅仁県(+23.00=t３.８７%｡,n=3)でプラスのｊ
値を示し、万山特区に近い湖南省の辰砂鉱山では，宜

章(+25.7%｡),辰渓(+20.1%｡,+１９.５%0),新晃１|1

族自治県(+12.2%｡,+25.9%o)の鉱石を測定した。

さらに，険西省旬陽県の鉱山鉱石は＋7.79±０､０２%o

(n=5)であり，四川省揚州の鉱山も+１７.９%0と文献
値と同様にプラスの５値を示した。一方，旧三井財閥

(｢三井財閥j:2018)が開発した河北省（満州熱河省

青龍県）周杖子鉱山から得られた鉱石は-17.50%0,
-6.61%｡とマイナスのｊ値を示した。朝鮮半島の真ん

中の平安南道に存在した徳上鉱山鉱石は+6.5%｡を，

台湾金瓜鉱山鉱石は+5.6%0であった。

8.まとめ

弥生時代後期から古墳時代に多くの墳墓から朱が出
土している。その中でも弥生時代後期において硫黄同

位体比がプラスのｊ値を示す朱が主に北部九州から西

日本の日本海沿岸で観察されている（南ら:2013,河

野ら：2014)。加えて魏志倭人伝に朱が古代中国から

古代日本に送られたと記載されているように，この時
期に朱が日本にもたらされた可能性は極めて高い。ざ

らに今回参照した古記録からも，古代中国において朱
は貴重な物質の一つであり，中央政権の管理下にあっ

た可能性が高い。これらのことを考盧すると，弥生時

代後期に朱が古代中国から日本にもたらされたなら，
古代中国政権の管轄下にある朱が使用された可能性が

高く，それは中国古記録に記載されている地域からの

ものであると思われる。そして表２に示したようにそ
の鉱山の多くは硫黄同位体比がプラスを示しているこ

とと,1つの墳墓に数十kgの朱が用いられたとき，

朝鮮半島産の朱が多量に日本にもたらされる可能性は

低いと考えられることから，弥生時代後期から古墳時

代の墳墓より出土してプラスのｊ値を示す朱は，古代
中国政権管理下の辰砂鉱山由来の可能性が高いと考え

る。
一方，弥生時代中期の九州において，例えば吉野ケ

里遺跡より出土した朱について我々は-6.06±2.77%0
という６値を得ている。このように，弥生時代中期の

墳墓では大きくマイナスのｊ値を示す朱が検出きれて
いる。これらの朱はどこからもたらされたのだろうか。

貴州省や四川省孔馬寺鉱山などマイナスのｊ値を示す
鉱山が存在する。しかし，表２に示すように貴州省お

よび四川省の多くの鉱山は大きくプラスのｊ値を示し
たことから，古代において貴州省あるいは四川省のマ

イナスのｊ値を示す辰砂鉱山鉱石だけを採取して日本
にもたらしたとは考えにくい。マイナスの６値を示し

た広西壮族自治区の馬鞍山鉱山や，青海省，吉林省，

あるいはi折江省鉱山の中で中国古記録を参考にする
と，広西壮族自治区かi折江省の辰砂鉱山から採取され

7.朝鮮半島で朱は埋葬施設に使用されたか

朝鮮半島の多くの辰砂鉱山は中世以降に開発されて
いたが,Kim(2012)は朝鮮三国志時代に赤色顔料が

墳墓に使用されていたことを報告している。特に３世

紀後半から６世紀後半までの時期に赤色顔料が墳墓に
よく使用きれており，その中のいくつかで朱を確認し

ている“しかし，古代の採取技術から考えて朝鮮半島
で採取きれた朱はわずかであった可能性が高い。もっ

とも，表３に示した朝鮮半島徳上鉱山の朱はプラスの

ｊ値を示していたこともあり，朝鮮半島楽浪郡と交流

があったとき，朝鮮半島の朱が日本にもたらされた可

能性は否定できない。今後，鉛同位体などで徳上鉱山
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た辰砂が日本にもたらきれた可能性が示唆される。吉

林省あるいは河北省の鉱山については，産出量が少な

く古代中国では重要視されていなかったと思われる。

吉野ケ里遺跡からは中国や朝鮮半島との交流・交易を

示す多数の遺物が発見されている。朱も中国からもた
らきれた可能性が高いと思われることから，弥生時代

中期の遺跡に用いられた朱が中国産であるとすると，
広西壮族自治区かi折江省からのものではないだろう

か。今後，他の同位体分析と併用してその可能性を探

求していきたい。
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An c i e n t c i n n a b a rm i n e s i n C h i n a a n d t h e K o r e a n
PeninSula

TakeshiMinami')
')SchoolofScience&Engineering,KindaiUniversity,3-4-lKowakae,Higashi-osaka,Osaka577-8502,JAPAN

WeinvestigatedwhethervermilionwasbroughttoancientJapanfromChinaortheKorean

Peninsulabyexaminingtheliteratureandbysulfurisotopeanalysisofcinnabarores.InChina,

therearemanycinnabarminesinthemetallogenicbeltsoftheUpperYangtze,Kuniun-Qinling,
Sanjiang,andSouthChina,andsomeminesscatteredaroundJilinandZhejiangProvinces.The

historicalrecordmentionsthatinChina,cinnabarwascollectedmainlyintheareasthattheruling

dynastycontrolledduringspeci6cperiods.Incontrast,cinnabarminesweredispersedthroughout

theKoreanPeninsula.TherewereseveralminesinRakuroCountyanditssurroundings,although

inmostminesthereisnowlittlecinnabarore.MineralsamplesshowedpositivejvaluesfOrthe
sulfurisotoperatioinoresfromnumerousminesinGuizhou,Hunan,Shaanxi,Sichuan,andYunnan

Provinces.Furthermore,theKoreanTokuuemineshowedapositivejvalue.Incontrast,orefrom

theBaimadongandShachangminesinGuizouProvince,MuheigouandShaemouminesinQinghai

Province,MaanshanmineinGuangxiAutonomousRegion,YuyanshanmineinZhejiangProvince,

andYingfenggoumineinJilinProvincegavenegativejvalues.ThevermilionusedinJapanese
tombsinthelateYayoierahaspositivejvalues;therefore,itwasprobablybroughtfromthe

minesthatwereundertheChinesedynasty"scontrol.However,toverifythisconclusion,wemust

alsoanalysePbisotopesbecausetheycanindicatetheoriginofcinnabarmuchmoreprecisely.
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